
1

克災に向けた課題

資料 ３

１．克災に取組む背景・現状

２．水害等の災害現場における実態

３．被害最小化へ向けた課題と対策
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１．克災に取組む背景・現状
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克災戦略研究会

名古屋地域は水害に対して脆弱

伊勢湾

標高1m以下の低平
地が広がっている

庄内川の想定氾濫域
に企業が立地している

伊勢湾台風、東海豪雨な
どの最大を経験している

東海豪雨

伊勢湾台風

主要企業本社
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２．水害の災害現場における実態
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克災戦略研究会

事前（平時）
水害の危険性の認識
地域の水害履歴、浸水予測などの身近な水害の危険性を知る

水害への備え
水害時の避難などの事態に備えておく

事中（降雨による増水から被害発生を経て減水まで）
洪水情報の把握
洪水の状況、予測や避難勧告などの情報を把握する

被害軽減行動
財産を守るために家財や自動車を移動する

避難・救助
水害から身を守るために避難する

事後（減水後の復旧）
復旧作業
被災した家屋、家財を修理、整理し日常生活が出来るようにする

水害に対する住民の危機回避に向けた行動様式
～東海豪雨を事例として～
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克災戦略研究会

実態

住んでいる地域が安全だと思っている人が多い

水害の経験が少ない地域ほど自宅が水害にあうと思っている人が少ない

水害に対する事前準備をしている人は少ない

事前(平時)の対応における実態と課題

課題

水害に対する危機意識の向上

水害に備える動機付けのための情報発信、必要な装備の充実

水害に対抗する住まい方の提案



7

克災戦略研究会

住んでいる地域が安全だと思っている人が多い

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書

水害の経験が少ない地域ほど自宅が水害にあうと思っている人が少ない
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克災戦略研究会

水害に対する事前準備をしている人は少ない

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

実態

降雨や浸水に関する情報を得ようとしているが十分な情報が得られていない

床下浸水開始時において家の外を歩くことは危険と感じる人が多い

家財を保全する行動は行っている人が多いが、家財への被害は大きい

床上浸水が始まっても避難を意識しない人がいる

避難の準備は半数近くが行っているが実際に避難した人は少ない

避難の勧誘は近所の人が多く、また、避難の勧誘をされた人は避難の必要性を感じている

救助においても近所の人やボランティアが活躍している

事中(発生時)の対応における実態と課題

課題

情報の的確な伝達

家財被害の軽減

水害に対する危機意識の欠如

水害に対抗する住まい方

避難、救助の際に近所の人など地域の共助が重要
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克災戦略研究会

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書

降雨や浸水に関する情報を得ようとしているが十分な情報が得られていない
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克災戦略研究会

床下浸水開始時において家の外を歩くことは危険と感じる人が多い

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

家財を保全する行動は行っている人が多いが、家財への被害は大きい

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

床上浸水が始まっても避難を意識しない人がいる

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

避難の準備は半数近くが行っているが実際に避難した人は少ない

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

避難の勧誘は近所の人が多く、また、避難の勧誘をされた人は避難の必要性を感じ
ている

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

救助においても近所
の人やボランティアが活
躍している

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

実態

家屋、家財、自動車など大きな被害を受けている

多くの住民は復旧への支援を求めており、支援は近所の人、ボランティアが活躍している

事後(発生後)の対応における実態と課題

課題
早期の復旧には家屋、家財などの被害軽減対策が必要

復旧への支援は地域の共助、連携が重要
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克災戦略研究会

家屋、家財、自動車など
大きな被害を受けている

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告
書

家屋、家財、自動車など大き
な被害を受けている
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克災戦略研究会

多くの住民は復旧への支援を求めており、支援
は近所の人、ボランティアが活躍している

平成12年9月東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書
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克災戦略研究会

わかりやすい洪水･渇水の表現検討会資料
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克災戦略研究会

わかりやすい洪水･渇水の表現検討会資料
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克災戦略研究会

わかりやすい洪水･渇水の表現検討会資料
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３．被害最小化へ向けた課題と対策



26

克災戦略研究会

要因
地域に水害の経験者が少なくなっていることや、過去の災害履歴を知らない
地域に伝わる水害のための知恵が伝わっていない．地震対策装備などのように必要性のＰＲや製品が
少ない
濃尾平野では過去から輪中堤や水屋に代表される住まい方の工夫があったが現在は水害に対する住
まい方の工夫がされていない

対応策
ハザードマップ、過去の水害の履歴などの水害に関する情報の周知 《情報》
地域の過去の水害経験の伝承や水害に関する教育 《防災教育》
自助のため必要な準備が促進される製品の開発、普及へのPR 《被害軽減》
避難が遅れても助かる工夫を住まい方(住宅等の工夫)に取り入れる 《住まい方》

対応策
ハザードマップ、過去の水害の履歴などの水害に関する情報の周知 《情報》
地域の過去の水害経験の伝承や水害に関する教育 《防災教育》
自助のため必要な準備が促進される製品の開発、普及へのPR 《被害軽減》
避難が遅れても助かる工夫を住まい方(住宅等の工夫)に取り入れる 《住まい方》

課題
水害に対する危機意識の向上
水害に備える動機付けのための情報発信、必要な装備の充実
水害に対抗する住まい方の提案

事前(平時)の対応における対応策
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克災戦略研究会

要因
水害時に伝達手段が機能しない
家財等を保全する余裕や手段がない
地域に水害の経験者が少なくなっていることや、過去の災害履歴を知らない
水害への対応が遅れ避難が困難になった場合等、自宅で避難が可能となる工夫が求められる
公助が届かない場合共助が重要となるが、地域のつながりが希薄になっている

対応策
河川や浸水の情報や今後の予想、避難指示などの情報の的確な伝達 《情報》
家財等を保全する手段、装置の開発 《被害軽減》
地域の過去の水害経験などの知恵の継承 《地域連携》
避難が遅れても助かる工夫を住まい方(住宅等の工夫)に取り入れる 《住まい方》
防災リーダーの育成など地域で防災の核となる人づくり 《防災教育》
住民、NPO、地元企業などの地域のつながりの強化 《地域連携》

対応策
河川や浸水の情報や今後の予想、避難指示などの情報の的確な伝達 《情報》
家財等を保全する手段、装置の開発 《被害軽減》
地域の過去の水害経験などの知恵の継承 《地域連携》
避難が遅れても助かる工夫を住まい方(住宅等の工夫)に取り入れる 《住まい方》
防災リーダーの育成など地域で防災の核となる人づくり 《防災教育》
住民、NPO、地元企業などの地域のつながりの強化 《地域連携》

課題
情報の的確な伝達
家財被害の軽減
水害に対する危機意識の欠如
避難、救助の際に近所の人など地域の共助が重要
水害に対抗する住まい方

事中(発生時)の対応における対応策
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克災戦略研究会

要因
生活の基盤となる家屋、家財に被害を受け日常生活をなかなか取り戻せない

家屋、家財への被害が多く住民のみでは復旧、整理に時間を要する

対応策
水害の被害を軽減する装置・製品の研究、開発 《被害軽減》

被害を受けない又は軽減できる住まいのあり方 《住まい方》

地域の住民、NPO、地元企業などの地域のつながりの強化 《地域連携》

対応策
水害の被害を軽減する装置・製品の研究、開発 《被害軽減》

被害を受けない又は軽減できる住まいのあり方 《住まい方》

地域の住民、NPO、地元企業などの地域のつながりの強化 《地域連携》

課題
早期の復旧には家屋、家財などの被害軽減対策が必要

復旧への支援は地域の共助、連携が重要

事後(発生後)の対応における対応策
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各局面での課題（弱点とニーズ）に対する共助、公助の支援対策

事

中
被害軽減行動

洪水情報の把握
水害情報等の発信《情報》

浸水状況など地域内の
情報共有《情報》

事
後

公助（大規模組織）共助（企業）共助（地域）自助（家庭）

避難・救助

復旧作業

家財等を保全する手段、装置の研究開発《被害軽減》

自助への支援対策

地域の水害に関する知
恵の継承《情報》

地域住民、NPO、地元企業など地域の連携強化による避難支援《地域連携》

避難困難者が助かる住まい方の研究開発《住まい方》

事

前 水害への備え

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等の周知《情報》

水害に対抗する製品、被害軽減装置の研究開発《被害軽減》

水害の危険性の認識
防災ﾘｰﾀﾞｰ育成等《防災教育》

地域の水害情報の共有
《情報》

住まい方の提案･検討《住まい方》

浸水の危険性がある地域に対応した住宅、住まい方の提案《住まい方》

復旧作業を支援する機器、製品の開発《被害軽減》

地域住民、NPO、地元企業など地域の連携強化による復旧支援《地域連携》

地域の水害に関する知恵
の継承《情報》
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克災戦略研究会

まるごとまちごとハザードマップ

洪水ハザードマップの整備の促進を図るとともに生活空間である市
街地に水災にかかる各種情報を洪水関連標識として表示する「まる
ご とまちごとハザードマップ」を推進

実施されている対応策
ハザードマップ、避難所の情報など水害に関する情報の周知

実施されている対応策
ハザードマップ、避難所の情報など水害に関する情報の周知
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克災戦略研究会

教育委員会が「高校生防災セミナー」を開催。防災対応能力の向
上とともに、 災害時に積極的にボランティア活動に参加しようと
する心を育て、学校や地域の防災力向上に貢献できる防災リー
ダーを育成。

実施されている対応策
防災教育・防災リーダなど地域の中心になる人材の育成

実施されている対応策
防災教育・防災リーダなど地域の中心になる人材の育成

あいち防災カレッジ

災害に対しての正しい知識や防災活動の技術を習得した地域の
実践的リーダーを養成し、地域防災の中心として情報の収集や伝
達・発信を行えるような資質を養うとともに、リーダーのネットワーク
化を図ることによって、地域防災力を総合的に高めることを目的。

高校生防災セミナー（愛知県）
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克災戦略研究会

実施されている対応策
避難勧告等情報の水害情報等の発信、的確な伝達

実施されている対応策
避難勧告等情報の水害情報等の発信、的確な伝達

中央防災会議「防災情報の共有化に関する専門調査会」

防災情報の共有化に関する専門調
査会報告のポイント
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事

中
被害軽減行動

洪水情報の把握
水害情報等の発信《情報》

浸水状況など地域内の
情報共有《情報》

事
後

公助（大規模組織）共助（企業）共助（地域）自助（家庭）

避難・救助

復旧作業

家財等を保全する手段、装置の研究開発《被害軽減》

自助への支援対策

地域の水害に関する知
恵の継承《情報》

地域住民、NPO、地元企業など地域の連携強化による避難支援《地域連携》

避難困難者が助かる住まい方の研究開発《住まい方》

事

前 水害への備え

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等の周知《情報》

水害に対抗する製品、被害軽減装置の研究開発《被害軽減》

水害の危険性の認識
防災ﾘｰﾀﾞｰ育成等《防災教育》

地域の水害情報の共有
《情報》

住まい方の提案･検討《住まい方》

地域の浸水実績に対応した住宅、住まい方の提案《住まい方》

復旧作業を支援する機器、製品の開発《被害軽減》

地域住民、NPO、地元企業など地域の連携強化による復旧支援《地域連携》

克災戦略研究会として取り組むべき研究課題

赤字は検討課題として考えられる項目

地域の水害に関する知恵
の継承《情報》
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被害軽減
水害に対抗する製品、被害軽減装置の研究開発
家財等を保全する手段、装置の研究開発
復旧作業を支援する機器、製品の開発

克災戦略研究会として取り組むべき研究課題

住まい方
住まい方の提案･検討
避難困難者が助かる住まい方の研究開発
地域の浸水実績に対応した住宅、住まい方の提案

地域連携
地域住民、NPO、地元企業など地域の連携強化による避難支援
地域住民、NPO、地元企業など地域の連携強化による復旧支援
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水害時における危機回避行動の課題･問題点

想定される被害

行動
の段
階

住民の危険
回避の行動

水害での実態
(東海豪雨での実態）

課題 自助を支援する対応策

河川の氾濫や内
水による浸水で
人命・財産・企業
活動等に被害が
生じる

水害の危険性の
認識

・住んでいる地域が安全だと思っている人が多い
・水害の経験が少ない地域ほど自宅が水害にあうと思ってい
る人が少ない

◆水害に対する危機意識の欠如
･地域に水害の経験者が少なくなっていることや、過去の災害
履歴を知らない

水害への備え ・水害に対する事前準備をしている人は少ない

◆水害に備える意識の向上、必要な装備の充実
・地域に伝わる水害のための知恵が伝わっていない
・地震対策装備などのように必要性のＰＲや製品が少ない
◆水害に対抗する住まい方
・濃尾平野では過去から輪中堤や水屋に代表される住まい方
の工夫があったが現在は水害に対する住まい方の工夫はさ
れていない

水害情報の把握
・降雨や浸水に関する情報を得ようとしているが十分な情報が
得られていない

◆情報の的確な伝達
・水害時に伝達手段が機能しない

被害軽減行動
・家財を保全する行動は行っている人が多いが、家財への被
害は大きい

◆家財被害の軽減
・家財等を保全する余裕や手段がない

避難・救助

・床下浸水開始時において家の外を歩くのは危険と感じる人
が多い
・床上浸水が始まっても避難を意識していない人がいる
・避難の準備は半数近くが行っているが実際に避難した人は
少ない
・避難を勧誘したのは近所の人が多いまた勧誘を受けた人は
避難の必要性を強く感じている
・救助においても隣人、ボランティアが活躍している

◆水害に対する危機意識の欠如
・地域に水害の経験者が少なくなっていることや、過去の災害
履歴を知らない
◆水害に対抗する住まい方
・水害への対応が遅れ避難が困難なった場合、自宅で避難が
可能である工夫が求められる
◆避難、救助の際に近所の人など地域の共助が重要
・公助が届かない場合共助が重要となるが、地域のつながり
が希薄になっている

事後 復旧作業
・家屋、家財、自動車などに大きな被害を受けている
・多くの住民は復旧への支援を求めており、支援は近所の人、
ボランティアが活躍している

◆早期の復旧には家屋、家財などの被害軽減対策が必要
・生活の基盤となる家屋、家財に被害を受け日常生活をなか
なか取り戻せない
◆復旧への支援は地域の共助、連携が重要
・家屋、家財への被害が多く住民のみでは復旧、整理に時間
を要する

《被害軽減》
・水害の被害を軽減する装置、製品の研究、開発
・被害を受けない又は軽減できる住まいのあり方の検討
《地域連携の強化》
・地域住民、NPO、地元企業などの地域のつながりを強化し防
災力の向上を図る

事前

事中

《情報提供》
・ハザードマップ、過去の水害の履歴などの水害に関する情報
の周知
《防災教育》
・地域の過去の水害経験の伝承や水害に関する教育
《被害軽減》
・自助のため必要な準備が促進される製品の開発、普及への
PR
《住まい方》
・避難が遅れても助かる工夫を住まい方(住宅等の工夫)に取
り入れる

《情報提供》
・河川や浸水の情報や今後の予想、避難指示などの情報の的
確な伝達
《被害軽減》
・家財等の保全を支援する機器、製品の開発
《防災教育》
・地域の過去の水害経験や水害に関する知恵の継承
《住まい方》
・避難が遅れても助かる工夫を暮らし方(住宅等の工夫)に取り
入れる
《地域連携》
・地域の住民、NPO、地元企業などの地域のつながりを強化
することで防災力の向上を図る
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《情報》
・NPOなどの水害に関する学習会
・地域コミュニティーにおいて過去の水害の状況などの情報の共有

《情報》
・ハザードマップ、過去の水が履歴などの情報の発信
《防災教育》
・防災リーダーの育成、教育機関での防災学習等

《被害軽減》
・自助の支援に資する製品などの開発、普及

《被害軽減》
・自助の支援に資する製品などの開発、普及
《住まい方》
・浸水の危険性がある地域に対応した住宅、住まい方の提案

《被害軽減》
・自助の支援に資する製品などの開発、普及への支援
《住まい方》
・浸水の危険性がある地域に対応した住宅、住まい方の提案
・新たな開発については危険性の周知

《情報》
・地域住民同士のネットワークによる地域の情報の共有

《情報》
・市内のパトロールによる河川、水路、道路の冠水など身近な住民
に情報の発信
・避難に関する情報の発信

《被害軽減》
・家財等の保全を支援する機器、製品の開発

《被害軽減》
・家財等の保全を支援する機器、製品の開発

《被害軽減》
・家財等の保全を支援する機器、製品の開発

《情報》
・地域の過去の水害経験や水害に関する知恵の継承
《住まい方》
・地域の水害の危険性を理解し地区の住まい方を検討する
《地域連携》
・地域の住民、NPO、地元企業などの地域のつながりを強化するこ
とで防災力の向上を図る

《住まい方》
・浸水の危険性がある地域に対応した住宅、住まい方の提案
《地域連携》
・企業市民として地域での活動支援

《情報》
・地域の過去の水害経験や水害に関する知恵の継承
《住まい方》
・浸水の危険性がある地域に対応した住宅、住まい方の提案
・新たな地域開発については危険性の周知
《地域連携》
・自主防災組織への支援
・水防団等の組織強化への支援

事後

《被害軽減》
・水害の被害を軽減する装置、製品の研究、開発
・被害を受けない又は軽減できる住まいのあり方の検討
《地域連携の強化》
・地域住民、NPO、地元企業などの地域のつながりを強化し防災
力の向上を図る

《被害軽減》
・水害の被害を軽減する装置、製品の研究、開発
《住まい方》
・地域の浸水実績に対応した住宅、住まい方の提案
《地域連携》
・地域住民、NPO、地元企業などの地域のつながりを強化し防災
力の向上を図る

《被害軽減》
・水害の被害を軽減する装置、製品の研究、開発
《住まい方》
・地域の浸水実績に対応した住宅、住まい方の提案
《地域連携》
・地域住民、NPO、地元企業などの地域のつながりを強化し防災
力の向上を図る

《被害軽減》
・家財等の保全を支援する機器、製品の開発
《住まい方》
・地域の浸水実績に対応した住宅、住まい方の提案
・新たな地域開発については危険性の周知
《地域連携》
・地域住民、NPO、地元企業などの地域のつながりを強化し防災
力の向上を図る

《情報》
・ハザードマップ、過去の水害の履歴などの水害に関する情報の
周知
《防災教育》
・地域の過去の水害経験の伝承や水害に関する教育
《被害軽減》
・自助のため必要な準備が促進される製品の開発、普及へのPR
《住まい方》
・避難が遅れても助かる工夫を住まい方(住宅等の工夫)に取り入
れる

《情報》
・河川や浸水の情報や今後の予想、避難指示などの情報の的確
な伝達
《被害軽減》
・家財等の保全を支援する機器、製品の開発
《住まい方》
・避難が遅れても助かる工夫を暮らし方(住宅等の工夫)に取り入れ
る
《地域連携》
・地域の住民、NPO、地元企業などの地域のつながりを強化するこ
とで防災力の向上を図る
・地域の過去の水害経験や水害に関する知恵の継承

河川の氾
濫や内水
による浸
水で人命・
財産・企業
活動等に
被害が生
じる

事前

事中

公助による支援
想定され
る被害

行動の
段階

自助を支援する対応策

共助による支援


